




YMFG ZONE STORIES
山口・広島・北九州。隣接しながらも異な
る文化を持ち、車で走れば意外とあっとい
う間。陸と海で繋がり合うこの3つのエリ
アの魅力が、住む人にも、来る人にも、新
しく発見されることを願って。「YMFG 
ZONE」と名付け、三都のヒト、モノ、コ
トを紡いで発信していきます。

僕たち「三都の魅力発見隊」！
三都の日本酒文化を
見て、聞いて、飲んで、
巡っていくよ！

ビール、ウイスキー、焼酎にワイン。日本で日常的に
親しまれているお酒は数多くあれど、全国各地で生産
され、日本酒ほどその土地の文化や風土が現れるもの
はありません。「地酒」と呼ばれる通り、日本酒とその
土地は切っても切れないものなのです。三都の酒蔵を
訪ね、街を歩き、その土地の銘酒に出会う。味だけで
はない、日本酒の魅力と奥深さをご紹介します。

写真｜仁科勝介、イラスト｜日向山葵
文｜長嶋太陽・高橋直貴　

暮らす、楽しむ、味わう、極める。
ここにしかないが、ある。  

特集

三都の銘酒に酔いしれて。

YMFG Zone Interview 
酒井酒造との共同開発で誕生した
サステナブルな新しい日本酒「きおけきもと」。
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「
最
上
級
の
家
業
と
し
て

酒
を
造
り
た
い
」

「
代
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
そ
れ
が
酒
蔵
の
使
命

な
ん
で
す
」。
銘
酒
「
東
洋
美
人
」
で
知
ら

れ
る
澄
川
酒
造
の
第
4
代
目
蔵
元
杜
氏
・
澄

川
宜
史
さ
ん
は
、
そ
う
口
を
開
く
。
澄
川
酒

造
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
は
、
1
0
0
年
以

上
の
歴
史
あ
る
酒
蔵
で
あ
り
な
が
ら
も
、
酒

造
り
の
現
場
に
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導

入
し
て
い
る
こ
と
。
施
設
内
は
酒
蔵
と
い
う

よ
り
工
場
の
よ
う
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
解
析

作
業
な
ど
を
行
う
機
械
が
並
ぶ
社
長
室
は
、

さ
な
が
ら
研
究
室
の
よ
う
だ
。

　
2
0
1
3
年
、
澄
川
酒
造
は
大
規
模
な
水

害
に
よ
っ
て
酒
造
り
を
行
う
た
め
の
生
産
基

盤
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
危

機
的
な
状
況
か
ら
再
起
に
向
か
う
一
連
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

通
じ
て
知
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
最
新
設
備
は
再
び
酒
造
り
を
再
開

す
る
た
め
に
「
リ
ス
ク
を
と
っ
て
」
導
入
さ

れ
た
も
の
な
の
だ
と
い
う
。
設
備
投
資
を
行

う
に
至
る
き
っ
か
け
は
水
害
だ
っ
た
が
、
そ

れ
は
も
ち
ろ
ん
よ
り
良
い
酒
造
り
を
志
向
し

て
の
こ
と
だ
。
澄
川
さ
ん
い
わ
く
、
生
産
の

現
場
に
お
い
て
は
浪
漫
や
物
語
は
必
要
な

い
。
む
し
ろ
、
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
と

さ
え
言
う
。
人
が
口
に
す
る
も
の
だ
か
ら
こ

そ
、
品
質
を
厳
密
に
管
理
し
、
再
現
性
を
高

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
酒
造
り
は
本

来
、
科
学
と
数
学
と
物
理
と
生
物
で
す
べ
て

説
明
が
で
き
る
世
界
。
こ
う
い
う
も
の
が
で

き
ま
し
た
で
は
な
く
、
こ
う
い
う
も
の
を
造

り
ま
し
た
、
で
な
く
て
は
い
け
な
い
」

　
澄
川
酒
造
は
、
そ
の
酒
造
り
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
「
継
承
と
革
新
」
と
い
う
言
葉
で
表
現

し
て
い
る
。
い
い
酒
を
醸
す
た
め
に
は
熟
練

の
手
仕
事
と
同
様
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
デ

ー
タ
の
蓄
積
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

澄
川
酒
造
内
を
見
渡
せ
ば
、
そ
れ
が
体
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
味
わ
い
は

数
値
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
。
現
場

に
物
語
は
必
要
な
い
。
そ
う
語
る
一
方
で
、

魅
力
あ
る
「
商
品
」
と
し
て
市
場
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
に
は
、
浪
漫
を
感
じ
さ
せ
る
酒
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
に

は
造
り
手
自
身
が
語
る
の
で
は
な
く
、
み
な

さ
ま
に
語
っ
て
も
ら
え
る
酒
で
あ
り
た
い
。

「
そ
れ
が
物
語
や
浪
漫
と
い
っ
た
数
値
化
で

き
な
い
魅
力
を
生
む
ん
で
す
」。
数
値
化
で

き
る
も
の
と
、
で
き
な
い
も
の
。
伝
統
製
法

と
現
代
の
科
学
技
術
。
そ
の
相
反
す
る
も
の

を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、
時
代
や
ブ
ー
ム
に
流

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
世
代
を
超
え
て
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
る
王
道
の
酒
を
醸
す
。
そ
れ
こ

そ
が
、
澄
川
酒
造
の
目
指
す
酒
造
り
だ
。

「
継
い
で
い
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、
攻
め

る
こ
と
よ
り
も
守
り
続
け
る
こ
と
な
ん
で
す
。

企
業
で
は
な
く
家
業
と
し
て
、
最
上
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
」

お酒造りは家業である前に神事でも
ある。朝は神棚の前に立って朝礼を
行い、仕事が始まるという。「時代に
合わせて酒造りの手法は変わってい
きますが、その起源は変わらず重ん
じています」と澄川さん。

最新の設備が備えられた酒蔵内部。効率化と品質の安定のために可能な限り機械作業を行っている。3階建ての棟は
水害を経て建設されたもの。災害時に設備を守るだけでなく、近隣住民が避難できるよう堅固な造りになっている。

米問屋だった澄川家が親戚筋の酒蔵を引き受けて 1921年
に創業。東洋美人を育てあげた第4代目蔵元杜氏・澄川
宜史さんは銘酒「十四代」を育てた高木顕統専務・杜氏
の薫陶を受けたのちに家業の澄川酒造蔵元杜氏に就任。

    山口県萩市大字中小川611
   08387・4・0001

URL：https://toyobijin.jp/

澄
川
酒
造
場

す
み
か
わ
し
ゅ
ぞ
う
じ
ょ
う

10月から麹作りが
始まるんだって！

山

口

Y
a

m
a

g
u

c
h

i 

「
東
洋
美
人
」
で
知
ら
れ
る
澄
川
酒
造
は
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
伝
統
製
法
を

か
け
合
わ
せ
た
酒
造
り
で
、
国
内
外
か
ら
熱
い
視
線
が
集
ま
る
酒
蔵
。

日
本
酒
造
り
の
最
前
線
を
知
る
べ
く
、
山
口
県
萩
市
の
山
あ
い
に
あ
る
蔵
へ
G
O
！

酒
造
り
の
伝
統
と
革
新
。
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広

島

北
九
州

H
i
r

o
s

h
i
m

a

K
i
t

a
k

y
u

s
H

u
毎年10月に行われる「酒まつり」。
コロナの影響で中止が続いていたが、
昨年3年ぶりに現地開
催され、国内から
たくさんの方々が
来場した。今年
は10月7日、8日
に開催。

街
を
歩
け
ば

い
い
酒
に
あ
た
る
。

　
日
本
の
名
醸
地
の
一
つ
で
あ
る
広
島
県
東

広
島
市
の
西
条
。
そ
の
中
心
地
と
も
呼
べ
る

の
が
江
戸
時
代
に
陛
路
の
中
継
地
と
し
て
栄

え
た
西
条
酒
蔵
通
り
だ
。
歴
史
あ
る
7
つ
の

酒
蔵
が
立
ち
並
ぶ
酒
都
の
街
並
み
を
歩
け
ば

赤
レ
ン
ガ
の
煙
突
、
な
ま
こ
壁
、
西
条
格
子
、

と
い
っ
た
風
情
あ
る
趣
が
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
。
造
り
手
の
こ
だ
わ
り
を
知
り
、
そ
の

多
様
さ
に
驚
い
て
い
る
頃
に
は
、
き
っ
と
日

本
酒
を
片
手
に
千
鳥
足
で
歩
い
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
賀
茂
鶴
を
醸
す
賀
茂
鶴
酒
造
の
見

学
室
直
売
所
に
は
麹
室
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
巨
大
な
木

桶
と
い
っ
た
酒
造
り
に
用
い
ら
れ
る
道
具
が

そ
の
工
程
と
共
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
白
牡

丹
酒
造
は
夏
目
漱
石
が
愛
飲
し
た
白
牡
丹
を

醸
す
西
条
酒
蔵
通
り
最
古
の
酒
蔵
。
軒
先
で

は
そ
の
醸
造
水
と
し
て
用
い
ら
れ
る
広
島
の

軟
水
を
汲
む
こ
と
が
で
き
る
。
せ
っ
か
く
な

ら
西
条
酒
蔵
通
り
か
ら
金
光
酒
造
に
足
を
延

ば
し
て
み
る
こ
と
も
お
す
す
め
し
た
い
。
登

録
有
形
文
化
財
の
酒
蔵
と
、
建
築
誌
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
美
し
い
フ
ァ
サ
ー
ド
の
直
売

所
が
対
照
的
な
こ
の
酒
蔵
は
一
見
の
価
値
あ

り
。
見
て
よ
し
飲
ん
で
よ
し
の
西
条
酒
蔵
通

り
に
は
、
酒
粕
を
使
っ
た
「
酒
ス
イ
ー
ツ
」

や
蔵
人
に
ま
か
な
い
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
「
美
酒
鍋
」
な
ど
の
名
物
も
あ
り
、
酒
好

き
で
な
く
と
も
楽
し
め
る
は
ず
だ
。

新
た
な
文
化
の
交
差
点
は
、

港
町
の
角
打
ち
に
あ
り
。

　
工
場
や
炭
鉱
で
の
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
が
終
わ

っ
た
と
な
れ
ば
、
疲
れ
た
身
体
が
欲
す
る
の

は
一
杯
の
お
酒
。
三
交
代
制
で
働
く
と
な
れ

ば
、
明
け
方
や
日
が
昇
っ
て
い
る
う
ち
に
仕

事
が
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
真
っ

昼
間
か
ら
開
い
て
い
る
居
酒
屋
な
ん
て
も
の

は
な
い
。
そ
ん
な
工
場
労
働
者
の
心
を
満
た

し
た
の
が
、
角
打
ち
だ
っ
た
。
酒
屋
の
店
先

で
ク
ッ
と
一
杯
を
流
し
込
み
帰
路
に
着
く
。

角
打
ち
は
、「
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
る
」
場
所

と
し
て
、
北
九
州
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
親
し

ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
し

て
北
九
州
で
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
る
角
打
ち

だ
が
、
時
代
は
流
れ
、「
お
じ
さ
ん
た
ち
の

オ
ア
シ
ス
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
す
っ
か
り

過
去
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
角
文

研
の
案
内
の
も
と
訪
れ
た
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー

ブ
」
な
3
店
舗
は
若
い
世
代
に
も
人
気
の
個

性
的
な
酒
場
だ
。
銀
り
ん
で
は
洗
練
さ
れ
た

小
料
理
屋
の
よ
う
な
空
間
で
料
理
が
供
さ
れ
、

榮
屋
の
広
々
し
た
店
内
で
は
定
期
的
に
音
楽

ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
形
成
し
て
い
る
。Bar A

w
aya

で
は
、

わ
ざ
わ
ざ
韓
国
か
ら
訪
れ
た
角
打
ち
好
き
が

常
連
さ
ん
ら
と
楽
し
く
杯
を
交
わ
す
姿
が
み

ら
れ
た
。
港
町
の
角
打
ち
の
縁
は
、
世
代
や

国
境
を
も
軽
々
と
超
え
て
し
ま
う
の
だ
！

北九州の銘酒「天心」には鯨の
ベーコンを合わせて。その他、
新政酒造の「あらまさ」など全
国の銘柄が揃えられたバーのよ
うな店内は平日から酒好きが集う。

「酒好きが行きつく酒」と勢いよく
注いでくれた「黒牛」は鯖のぬか
炊きと共に。つまみはどれも美味だ
が、元喫茶店経営者の店主が作る
カレーは「意外と酒に合う」と人気。

    福岡県北九州市門司区清見2-16-27／    
093・321・3221／    17:00～22:00、火曜・
水曜日休／ URL：https://www.sakenoawa 
ya.co.jp/

    福岡県北九州市若松区二島 5-4-17 ／    
093・791・0680／    16:00～22:00、日曜・
祝日休／URL：https://www.instagram.com/
sakaeya_kakuuchi/

日本酒Bar Awaya
にほんしゅばーあわや

銀りん
ぎんりん

お酒と器と角打ちの榮屋
おさけとうつわとかくうちのさかえや

門司港魚住酒店にて発足した北九州角打ち文
化研究会（通称：角文研）は角打ちをこよなく
愛する人の集まり。今夏は北九州市と協力し
角打ち店をめぐる角打ちラリーを開催するな
ど、多くの人を角打ちの世界に誘っている。

今、北九州で行くべき角打ち 3軒。

10月は「西条酒まつり」で乾杯！

3.

1.

2.

3.

2.

1.

北九州角打ち文化研究会おすすめのニュースタイルな3店舗で出会った、
店主の一押しの銘酒と、ここでしか食べられない絶品のアテ。

広
島
県
は
、
京
都
の
伏
見
、
兵
庫
の
灘
と
並
ぶ｢

日
本
の
酒
ど
こ
ろ｣

。

広
島
県
東
広
島
市
に
あ
る
西
条
酒
蔵
通
り
は
、
飲
ん
で
楽
し
い
、
見
て
楽
し
い
、

日
本
酒
好
き
に
と
っ
て
天
国
の
よ
う
な
ス
ト
リ
ー
ト
。
い
ざ
、
酔
い
ど
れ
散
歩
へ
。

角
打
ち
は
お
じ
さ
ん
た
ち
の
行
く
と
こ
ろ
、
な
ん
て
考
え
は
も
う
古
い
。
角
打
ち

発
祥
の
地
・
北
九
州
市
に
は
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
お
店
が
続
々
と
オ
ー
プ
ン
し
て

い
る
の
で
す
。
勇
気
を
出
し
て
飛
び
込
め
ば
、
最
高
の
一
杯
が
待
っ
て
い
る
は
ず
。

150年続く日本酒ブランドの賀茂鶴。西条酒蔵通りの中で
も最大規模の酒蔵内にはミュージアムスペースが設けら
れ、酒造りへのこだわりを全身で感じることができる。

    広島県東広島市西条本町9-7／    082・422・2122／ 
    直売所：平日9:00～18:00、土日・祝日10:00～18:00、
無休／ URL：https://www.kamotsuru.jp/

賀茂鶴酒造
かもつるしゅぞう

    広島県東広島市黒瀬町乃美尾1364-2／    0823・
82・2006／    直売所：10:00～ 17:15、日曜・祝日休／
URL：https://www.kamokin.com/index.html

明治13年創業の歴史ある酒蔵を、若き5代目がスタイリ
ッシュな内装に一新。代表銘柄「賀茂金秀」は広島G7サ
ミットで振る舞われ注目を浴びた。

金光酒造
かねみつしゅぞう

1675年創業の西条酒蔵通りで最も歴史ある酒蔵。店舗の
前を流れる井戸水は仕込み水にも用いられており、ボト
ルさえあれば自由に汲むことができる。

    広島県東広島市西条本町15-5／    082・423・22 
02／    直売所：平日9:30～ 16:00、土日10:30～ 16:00、
祝日休／ URL：https://www.hakubotan.co.jp/

白牡丹酒造
はくぼたんしゅぞう

飲める、
歩ける、楽しめる
酒蔵通り！

こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

角
打
ち
文
化
。

東
広
島
の

美
し
き
酒
蔵
三
選
。

他と同じことをやってもしょう
がない、と語る店主こだわり
の空間はさながら和食屋のよ
う。「残心」と肉厚の湯葉に舌
鼓。特製餃子もぜひ食べたい。

    福岡県北九州市小倉北区宇佐町1-11-18／    
093・521・5106／    17:00～ 22:00、日曜
・祝日休
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牧野　神吉さんは、いつも最初から日本酒？
神吉　そうですね、ビールが残った口から日本酒を飲
むのがあまり好きじゃないんですよ。
牧野　わがままな口だね（笑）。俺は駅から飲み屋まで
歩く間に何を飲むか考えるんだよね。
神吉　アハハ。さすがです！　今日の一杯目は広島で
愛される大衆酒、千福です。熱燗で。柔らかいけどし
っかりしたお酒ですよね。広島のお酒は「女酒」と言
われますが、やわらかく重心が下にある感じの酒が多
いんですよ。
牧野　確かに甘いだけじゃなくて飲みごたえがあるね。

神吉佳奈子さん
KANKI KANAKO

1969年広島県広島市生まれ。大の日本
酒好き。2013年より『dancyu』編集部
副編集長を務め、今年6月から『オレン
ジページCooking』編集長に就任。数
々の料理本の編集を手がけている。

牧野伊三夫さん
MAKINO ISAO

1964年福岡県北九州市生まれ。多摩美
術大学卒業後、広告制作会社に勤務し
たのち、画家として活動を開始。変わ
りゆく北九州市の魅力を伝える情報誌
『雲のうえ』の編集委員を務める。

    東京都小金井市本町5-17-20
   042・381・2600

    17:00～ 22:00、日曜・祝日休

大
黒
屋

だ
い
こ
く
や

牧野さんと一緒に
お酒を飲めるなんて
幸せです。

神吉　山口では親しまれてますが、東京ではなかなか
置いてるところないですよね。
牧野　ちょっときつい女と別れた時に向かっちゃう優し
い女みたいな酒だね。
神吉　さすがの例えですね（笑）。醤油味のアテと合わ
せたら味がぐぐって寄り切ってきました。
牧野　酒も醤油も発酵食品だから合うね。醤油舐める
ぐらいでもいいよ。うまい酒があれば食べ合わせはな
んでもいいのさ。

神吉　これぞナショナルブランドのお酒ですね。ここ
（大黒屋）は丁寧に手当てして出していらっしゃいます。
こんなに美味しい菊正宗は初めてかも。
牧野　俺はいつもここでは菊正宗。一緒に塩が出てく
るじゃない。どう飲むのが正解かわからずに、盛り塩み
たいに升の四隅に置いて飲んだりもしたね（笑）。
神吉　正統な飲み方をされますねえ。昆布水に塩を入
れると出汁が感じられるのと同じで、塩と一緒に飲むと
酒のうまみがググ～ッと上がってくるんですよね。

神吉　五橋と同じく酒井酒造さんが造ってる「精米歩
合90％」の磨かない酒ですね。しっかりと酸があって、
キューッとお腹が空く感じがします。
牧野　もつ焼きとか味の濃いものが合うな。山口の酒
っていうのはあんまり飲んだことなかったな。
神吉　今、山口では復活蔵とか再生蔵も注目されてる
んですよ。東洋美人や獺祭をはじめとして、小さい酒
蔵がどんどん世界に出ていっているんですよ。

神吉　これは私のソウル酒です。私、大学出るまでお
酒って広島のものしかないと思ってたんです。おじいち
ゃんが賀茂鶴に勤めていたので、家でも外でも賀茂鶴
しか飲んだことがなかったんですよ。今でも家に常備
していて、海苔チーズと合わせると最高です！
牧野　俺もね、北九州で過ごした子供の頃、関門海峡
の先に小さな島があると思ったら、本州だった。知らな
いっていうのは幸せだね（笑）。美味しい酒ってさ、さ
らっと飲めるのに味のうまみがちょっと残ってくる印象
だよね。
神吉　昔の杜氏さんたちも、美味しい酒の喉にグッと
残る印象を「ごくみがある」と言っておられました。
牧野　「まじめなだけの人」がなんだか面白みに欠ける
のと一緒で、酒も一癖があるのがいい。広島はウイスキ
ーも豊富だし日本酒はうまいし酒好きには困った街だね。

神吉　これは酒蔵限定酒ではないですか！　造り手の
金光さんは詰めたての味にこだわっていて、ピチピチと
弾けるフレッシュさが際立ちます。華やかでとろみがあ
るリッチな味わいなので、和食に合いますよ。ジューシ
ーな飲み心地は、いちごをかじりながらでも！
牧野　さすがだよ。もうね、まかせるよ神吉さんに。
俺がよく行く店は、一種類しか酒を置かないところば
かりだから、飲み比べるのは新鮮だね。
神吉　産地ごとの性格が感じられますよね。いろいろ
飲み比べても、これと決めたものを飲むのもいいし、飲
み方は自由ですよね。美味しい酒は、誰と飲むかです！
牧野　そう、知識とかはいいんだよ。好きな酒を楽し
く飲む、それが一番。

千福　精撰辛口（広島）　
せんぷく　せいせんからくち

五橋　特選本醸造（山口）
ごきょう　とくせんほんじょうぞう

菊正宗　純米樽酒（兵庫）
きくまさむね　じゅんまいたるざけ

きおけきもと（山口）

賀茂鶴　超特撰特等酒（広島）
かもつる　ちょうとくせんとくとうしゅ

720ml　1,471円

※今回は特別に持ち込み
させていただきました。

720ml　1,104円

720ml　979円

720ml　1,320円

※今回は特別に持ち込み
させていただきました。

720ml　1,320円

※今回は特別に持ち込み
させていただきました。

720ml　1,980円

※今回は特別に持ち込み
させていただきました。

賀茂金秀　純米吟醸 14（広島）
かもきんしゅう　じゅんまいぎんじょう

17:30

18:30

19:30

19:10

18:00

17:45

START!

GOAL!

大の酒好きで有名な北九州市出身の画家・牧野伊三夫さんと、数
々の酒の本を手がけ、日本酒のことなら右に出る者はいないほど
詳しい広島県出身のフリー編集者・神吉佳奈子さんが登場。二人
が行きつけの酒場・大黒屋で、広島や山口の日本酒を飲みながら、
理想の2時間コースを特別に伝授してくれました。

写真｜玉村敬太、文｜高橋直貴

酒好き二人に教わる、
おいしくって楽しい
日本酒の飲み方

JR武蔵小金井駅から徒歩5分。昭和30
年に創業して以降、地元の人から愛され
続ける老舗の名酒場。広島県呉市の「千
福」が飲める酒場は都内では大黒屋含む
数軒のみ。女将特製のもつ煮込みもおす
すめ。

うまい酒に、
うまいつまみ。はつの
塩焼きも最高だね。
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こ
こ
に
し
か
な
い
が
、
あ
る
。

三
都
の
文
化
・
生
活
・
生
態
系
。

郷
土
の
酒
、
か
く
語
り
き
。

日
本
酒
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
。

　

本
号
で
は
酒
蔵
や
角
打
ち
を
巡
り
、
そ
の

道
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
日
本
酒
の
背

景
に
あ
る
歴
史
・
文
化
や
酒
造
り
へ
の
こ
だ

わ
り
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
親
し
ま
れ
て

き
た
か
を
聞
い
て
回
っ
た
。
北
九
州
、
山
口
、

広
島
。
酒
造
り
に
用
い
ら
れ
る
水
の
話
ひ
と

つ
と
っ
て
も
、
多
層
に
折
り
重
な
る
背
景
が

あ
る
。

　
な
ぜ
広
島
が
酒
ど
こ
ろ
と
し
て
栄
え
た
か
。

な
ぜ
山
口
の
小
さ
な
蔵
が
世
界
に
見
初
め
ら

れ
る
日
本
酒
を
生
み
出
す
の
か
。
な
ぜ
角
打

ち
は
根
付
い
た
の
か
。
ま
た
、
北
九
州
に
水

道
水
か
ら
造
ら
れ
る
お
酒
が
あ
る
な
ん
て
こ

と
も
、
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
。
皿
倉
山
か

ら
流
れ
出
る
そ
の
水
は
…
…
と
聞
き
い
っ
て

い
る
と
時
間
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
そ
う

も
な
い
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
味
わ
い
に
つ

い
て
は
、
言
わ
ず
も
が
な
。
そ
ん
な
話
に
耳

を
傾
け
て
い
る
と
、
日
本
酒
が
よ
り
美
味
し

く
、
そ
し
て
楽
し
く
味
わ
え
る
よ
う
な
気
分

に
な
っ
て
く
る
。
酔
っ
て
い
る
だ
け
？　
そ

う
か
も
し
れ
な
い
。

　
多
様
な
作
り
手
や
酒
飲
み
の
哲
学
に
触
れ

て
き
た
が
、
誰
も
が
口
を
揃
え
て
言
う
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
土
地
の
酒
は
そ

の
土
地
で
飲
め
と
い
う
こ
と
。
そ
の
土
地
で

親
し
ま
れ
て
き
た
酒
に
は
、
そ
の
土
地
に
合

う
食
が
あ
る
。
気
候
や
風
土
が
醸
す
味
が
あ

る
。
好
み
も
飲
み
方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
。
だ
け

ど
、
味
だ
け
で
は
な
い
も
の
を
味
わ
う
こ
と

が
、
日
本
酒
の
楽
し
み
。
そ
れ
は
同
時
に
、

そ
の
土
地
を
ま
る
ご
と
楽
し
む
た
め
の
方
法

な
の
だ
ろ
う
。
酒
好
き
の
話
は
決
ま
っ
て

「
で
も
ね
…
…
」
と
続
く
。「
好
き
な
も
の
を

好
き
な
よ
う
に
飲
め
ば
い
い
ん
だ
よ
」。
日

本
酒
の
奥
深
さ
と
、
大
衆
酒
と
し
て
親
し
ま

れ
る
理
由
が
、
そ
の
一
言
に
詰
ま
っ
て
い
る

気
が
し
た
。

「
人
生
も
、
酒
も
、
意
味
な
ん
て
な
い
」。

こ
れ
は
酒
好
き
で
知
ら
れ
る
画
家
の
牧
野
伊

三
夫
さ
ん
が
取
材
時
に
ほ
ろ
酔
い
な
が
ら
に

口
に
し
た
言
葉
。
そ
の
他
に
も
、
お
猪
口
を

片
手
に
飛
び
出
し
た
名
言
は
い
く
つ
も
あ
る
。

日
本
酒
は
語
り
き
れ
な
い
魅
力
を
持
つ
酒
で

あ
り
、
人
に
つ
い
つ
い
語
ら
せ
て
し
ま
う
酒

な
の
だ
。

画｜牧野伊三夫

日本酒マスター・神吉佳奈子さんが選ぶ

今飲みたい！ 注目すべき、
三都の日本酒。

有名アーティストとコラボした日本酒や、イラスト
レーターが制作したポップなラベルなど、各酒蔵の
新たな取り組みに注目。今飲むべき日本酒を神吉佳
奈子さんがピックアップ。それぞれが醸し出すモダ
ンな味わいにぴったりなおつまみも紹介します。

女性にも自宅で楽しんでもらいたいと、
溝上酒造の社長の奥さんがプロデュース。
口に含めば熟したメロンのような香りが
落ち着いた香りへと変化する。ロースト
ビーフや香ばしく焼いた白身魚に。しっ
かり冷やしてワイングラスでどうぞ。

溝上酒造
    福岡県北九州市八幡東区景勝町1-10

   093・652・0289
    10:00～ 17:00、日曜・祝日休
URL：https://sake-tenshin.co.jp/

元デザイナーの杜氏が34年ぶりに阿武
の鶴酒造での醸造を復活させ、立ち上げ
た新ブランド「三好」。グレープフルー
ツのようなさわやかな酸味と甘み、後味
にはビター感が残る飲み心地。刺身より
断然、ハーブを使ったカルパッチョ！

阿武の鶴酒造
    山口県阿武郡阿武町奈古2796

   08388・2・2003
    9:00～ 20:00、土日・祝日休
URL：http://abunotsuru.jp/

西日本豪雨からの復活蔵。9代目が再建
し、ラベルを一新して生まれたシリーズ。
開けたては青りんごのような香りに癒さ
れ、飲み進めるとやわらかな甘みとコク
がじわっと広がる。焼き魚にハンバーグ、
どんな家庭料理にもこの上なく合う。

柄酒造
    広島県広島市安芸津町三津4228

   0846・45・0009
    9:00～ 17:30、日曜・祝日休
URL：https://www.tsukasyuzou.jp/

  

み
よ
し

三
好  

純
米
吟
醸  

グ
リ
ー
ン

山
口
の
新
時
代
を
感
じ
さ
せ
る

エ
ッ
ジ
の
効
い
た
飲
み
心
地
。

て
ん
し
ん　

 

お
と

天
心  

音 

〜
O
T
O
〜  

純
米
酒

メ
ロ
ン
の
よ
う
な
香
り
と
味
わ
い
。

女
性
向
け
の
「
H
A
P
P
Y
！
」
な
ボ
ト
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
た
ふ
く

9
代
目  

於
多
福  

純
米
吟
醸

和
洋
中
、
ど
ん
な
お
か
ず
に
も
合
う

今
ど
き
の
ザ
・
晩
酌
酒
。
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前号に続き、三都を巡って見つけた「甘い」手土産を
ご紹介。見た目に楽しく、食べて美味しい、即買い間
違いなしの逸品です。旅先の手土産はついつい目移り
してしまうけれど、そんな誘惑もなんのその、「これは
買わねば！」とレジに直行してしまうはず。

尾道の豊かな気候で育った瀬戸田レモ
ン。レモンピールを加えたしっとり柔
らかな生地の上からホワイトチョコを
コーティング。クリームチーズをトッ
ピングしてパフェにしてみたり、アレ
ンジレシピもおすすめ。

見た目にも楽しい萩プリンは、なめら
かな口当たりとマダガスカル産のバニ
ラビーンズの香りが魅力。豊富なメニ
ューに目移りしてしまうが、ぜひ菊ヶ
浜をイメージしたという渚ぷりんを食
したい。ラムネ風味がクセになる。

北九州といえば工業地帯、工業地帯と
いえばネジ。そんな開発者の楽しい連想
が感じられるネジチョコは、小粒ながら
カカオを感じる食べ応え。2つのチョコ
をジョイントすることができる精巧さ
や錆を表現したココアパウダーも見事。

スイーツ好き必見！

三都の
みやげもの

vol.02

文｜高橋直貴

  広島県広島市中区本通7-1
 082・247・2403

  10:00～ 19:30、第3水曜日休
URL：https://www.andersen-net.jp/shop/
g/g317039/

  山口県萩市大字呉服町2-10
 0838・21・5567

  9:00～ 17:00、無休
URL：https://hagi-purin.com/

  福岡県北九州市小倉南区津田新町3-15-5
 093・474・9500

   9:00～ 18:00、土日・祝日休
URL：https://nejichocolab.jp/

ネジチョコラボラトリー
ネジチョコ
540円

萩ぷりん亭
渚ぷりん
450円 

広島アンデルセン
瀬戸田レモンケーキ
216円 

小
倉

（
北
九
州
）

萩
市

（
山
口
）

広
島
市

（
広
島
）

│ 

シ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
室
の
事
業
内

容
は
？

地
元
の
基
幹
産
業
で
あ
る
海
事
産
業
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
瀬
戸
内
・
北
部
九

州
に
は
日
本
の
海
事
産
業
の
8
割
が
集
中
し

て
お
り
、
世
界
有
数
の
海
事
ク
ラ
ス
タ
ー
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
事
ク
ラ
ス
タ
ー
の

中
核
企
業
で
あ
る
造
船
会
社
へ
船
の
建
造
を

発
注
す
る
海
運
会
社
（
船
主
）
を
資
金
面
で

支
援
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
造
船
会
社
へ
の

発
注
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命

で
す
。

│ 

日
本
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
ど
ん
な
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

香
港
の
商
社
で
の
経
験
を
活
か
し
た
仕
事
を

探
し
て
い
た
と
き
に
Y
M
F
G
に
出
会
い

ま
し
た
。
前
職
同
様
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
新
し
い
知
識
や
専
門

性
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。
日
本
の
海
事
産
業
は
年
々
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
市
場
の
規
模
の
拡

大
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

│ 

日
本
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

街
が
落
ち
着
い
て
い
る
感
じ
が
好
き
で
す
ね
。

お
花
で
き
れ
い
に
装
飾
さ
れ
た
民
家
は
、
日

本
の
人
々
の
穏
や
か
な
心
を
反
映
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
ま
な
み
海
道
の
亀
老
山
展

望
公
園
は
と
て
も
美
し
く
、
海
外
の
お
客
さ

ま
に
も
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
隈
研
吾
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
展
望
台
か
ら
は
来
島
海

峡
大
橋
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Y
M
F
G
で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
趣
味
・

特
技
・
経
歴
を
持
つ
魅
力
的
な
方
々
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
社
員
の
み
な
さ
ま
を
紹

介
す
る
連
載
企
画
で
す
。
第
二
回
は
、

Y
M
F
G
シ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
室
に

勤
務
す
る
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

文
｜
高
橋
直
貴

営業戦略部
シップファイナンス室
入社年次：2023年3月
出身：香港

第二回

瀬戸内海を起点に、グローバルビジネスを展開。

エリックさん
（写真左）

15 14



写
真
｜
仁
科
勝
介

文
｜
乙
辺
さ
ゆ
り

写
真
｜
仁
科
勝
介
、
文
｜
乙
辺
さ
ゆ
り

イラスト｜菅幸子（さすが）、文｜嶋浩一郎

「角」の不均衡さを補う全体のバランス感。80歳の2代目
店主の自作なんだとか。

志和盆地の一角。瓦やトタン家屋の間に、今も残り続け
る茅葺屋根。何百年もの時の流れを体験できる路。

親しみやすさ：★★★★★
力強さ：★★☆☆☆
総合点：★★★★☆

　
い
や
は
や
、
今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
。
最

近
に
な
っ
て
、
や
っ
と
秋
め
い
て
き
た
感
じ

だ
。

　
秋
に
食
べ
た
い
も
の
と
い
え
ば
ま
ず
秋
刀

魚
で
し
ょ
う
。
焼
き
魚
に
し
て
醤
油
と
大
根

お
ろ
し
で
食
せ
ば
、
新
米
と
の
相
性
も
抜
群
。

ご
飯
が
す
す
む
こ
と
間
違

い
な
し
。
そ
れ
か
ら
、
キ

ノ
コ
類
も
い
い
ね
。
松
茸

ご
は
ん
な
ん
か
は
、
も
う

香
り
を
か
ぐ
だ
け
で
も
あ

り
が
た
い
。
旬
の
食
材
を

思
い
浮
か
べ
て
い
る
と
話

は
尽
き
な
い
。
日
々
の
食

事
の
中
で
季
節
の
移
り
変

わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
な
ん
て
な
ん
た
る
贅

沢
。
春
夏
秋
冬
、
四
季
の

あ
る
国
日
本
に
生
ま
れ
て

ホ
ン
ト
に
よ
か
っ
た
！

　
そ
ん
な
気
分
に
浸
っ
て

い
た
ら
、
い
や
い
や
季
節

を
味
わ
う
な
ら
コ
レ
で
す

よ
！　
と
会
社
の
先
輩
が

意
外
な
も
の
を
教
え
て
く

れ
た
。
そ
れ
が
、
牛
乳
。

え
ー
っ
、
牛
乳
っ
て
季
節

を
感
じ
る
飲
み
物
な
の
？　

子
供
の
頃
は
毎
日
飲
ん
で

い
た
け
ど
、
あ
れ
っ
て
毎

日
同
じ
味
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け
？

　
し
か
し
、
調
べ
て
み
る
と
牛
乳
は
夏
と
冬

で
味
が
変
わ
る
ら
し
い
。
確
か
に
、
考
え
て

み
れ
ば
牛
乳
は
牛
さ
ん
た
ち
が
牧
場
で
牧
草

を
せ
っ
せ
と
食
べ
て
お
乳
を
出
し
て
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
季
節
に
よ
っ
て
牛
さ
ん
た
ち
の

体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
変
わ
っ
て
く
る
だ

ろ
う
し
、
餌
に
な
る
牧
草
の
育
ち
具
合
も
お

の
ず
と
違
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

　
広
島
県
に
あ
る
サ
ゴ
タ
ニ
牧
農
は
2

 

0

 
2
 

0
年
か
ら
牛
乳
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
変
え
て
、

4
月
か
ら
9
月
は
「
は
る
と
な
つ
牛
乳
」、

10
月
か
ら
3
月
は
「
あ
き
と
ふ
ゆ
牛
乳
」
と

し
て
発
売
し
て
い
る
。
牛
乳
も
自
然
の
影
響

を
受
け
て
つ
く
ら
れ
る
農
業
製
品
で
季
節
に

よ
っ
て
味
が
変
わ
る
っ
て
こ
と
を
し
っ
か
り

伝
え
た
い
ん
だ
。
E
コ
マ
ー
ス
で
も
入
手
可

能
な
の
で
、
さ
っ
そ
く
「
は
る
と
な
つ
牛

乳
」
を
取
り
寄
せ
て
飲
ん
で
み
た
。
味
わ
い

ス
ッ
キ
リ
滑
ら
か
な
喉
越
し
だ
。
こ
の
感
じ

が
夏
の
牛
乳
の
特
徴
な
ん
だ
そ
う
だ
。
ま
だ

ま
だ
残
暑
が
残
る
中
、
爽
快
な
気
分
で
牛
乳

を
味
わ
え
た
ぞ
。

　
製
造
元
の
サ
ゴ
タ
ニ
牧
農
の
久
保
宏
輔
さ

ん
に
聞
い
て
み
る
と
、
冬
は
牛

が
脂
肪
を
溜
め
る
の
で
夏
に
比

べ
て
濃
厚
な
味
わ
い
が
楽
し
め

る
そ
う
だ
。
こ
れ
は
ま
る
で
ミ

ル
ク
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
で
は
な
い

か
！　

久
保
さ
ん
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
け
れ

ど
、
家
業
で
あ
る
酪
農
を
継
ぐ

た
め
に
広
島
に
U
タ
ー
ン
。
業

界
全
体
が
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

新
し
い
牛
乳
の
楽
し
み
方
を
考

え
て
商
品
を
開
発
し
て
い
る
。

久
保
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
、
牛
乳
は
自
然
に
育
ま
れ
て

生
ま
れ
る
飲
み
物
な
ん
だ
な
あ

と
つ
く
づ
く
思
う
。

　

牧
場
は
毎
日
一
般
公
開
し
て

い
て
、
牛
乳
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ

ー
ト
も
販
売
中
だ
と
か
。
広
島

に
向
か
う
予
定
の
あ
る
人
は
是

非
立
ち
寄
っ
て
ト
ラ
イ
し
て
み

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
季
節
を

愛
で
た
い
全
国
の
牛
乳
ラ
バ
ー

た
ち
、
い
ま
こ
そ
「
あ
き
と
ふ

ゆ
牛
乳
」
を
飲
ん
で
広
島
の
大
地
の
声
を
聞

け
！

嶋
浩
一
郎　
し
ま
・
こ
う
い
ち
ろ
う

1
9
6
8
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
博
報
堂 
執
行
役
員
、
博
報

堂
ケ
ト
ル 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
編
集
者
、
本

屋
B
＆
B
経
営
者
。 

嶋浩一郎嶋浩一郎の、
三都街歩き

イ
ラ
ス
ト
｜
加
藤
豊

文
｜
高
橋
直
貴

 

「
サ
ー
チ
フ
ァ
ン
ド
」

│ 

サ
ー
チ
フ
ァ
ン
ド
と
は
ど
の
よ
う
な

事
業
で
し
ょ
う
か
？

高
橋
さ
ん　
後
継
者
不
在
に
悩
む
中
小
企
業

と
、
地
方
で
経
営
者
を
志
す
方
（
サ
ー
チ
ャ

ー
）
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
地
域
課

題
の
解
決
を
目
指
す
新
し
い
仕
組
み
で
す
。

事
業
承
継
や
後
継
者
不
足
の
解
決
策
を
模
索

す
る
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ー
チ
フ
ァ
ン

ド
と
い
う
仕
組
み
に
出
会
い
、
そ
れ
を
ヒ
ン

ト
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

藤
本
さ
ん　
山
口
F
G
エ
リ
ア
は
、
後
継
者

不
足
の
問
題
が
と
て
も
深
刻
な
ん
で
す
。
課

題
先
進
県
で
あ
る
我
々
の
よ
う
な
地
域
が
取

り
組
む
こ
と
で
、
地
方
や
日
本
の
事
業
承
継

問
題
に
新
た
な
解
決
策
を
提
示
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

│ 

通
常
の
事
業
承
継
に
は
な
い
メ
リ
ッ

ト
は
？

齋
藤
さ
ん　
私
は
観
光
施
設
な
ど
複
数
の
社

長
業
経
験
を
経
て
、
現
在
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し

て
引
き
継
ぐ
企
業
を
探
し
て
い
る
の
で
す
が
、

Y
M
F
G
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
魅
力

を
感
じ
ま
す
ね
。
こ
れ
ま
で
出
会
え
な
か
っ

た
会
社
と
知
り
合
え
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
事
業
承
継
後
も
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
点
も
あ
り
が
た
い

で
す
。

藤
本
さ
ん　
齋
藤
さ
ん
の
よ
う
な
豊
富
な
キ

ャ
リ
ア
の
あ
る
サ
ー
チ
ャ
ー
と
地
域
の
化
学

反
応
も
企
業
オ
ー
ナ
ー
か
ら
は
期
待
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
外
部
の
優
秀
な
サ
ー
チ
ャ
ー
が

事
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
既
存
事
業
に
新

た
な
視
点
が
加
わ
り
、
さ
ら
な
る
成
長
を

見
込
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

│ 
サ
ー
チ
フ
ァ
ン
ド
の
普
及
の
先
に
ど

の
よ
う
な
未
来
を
描
い
て
い
ま
す
か
？

高
橋
さ
ん　
地
域
の
中
小
企
業
が
後
継
者
を

見
つ
け
る
こ
と
で
雇
用
が
維
持
さ
れ
、
サ
ー

チ
ャ
ー
が
企
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
理
想
の
姿
で

す
。
そ
う
し
た
循
環
が
生
ま
れ
、
地
方
経
済

を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
経
済
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

藤
本
さ
ん　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地

方
に
優
秀
な
経
営
者
人
材
を
生
み
出
す
基
盤

を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
。
経
営
者
人
材
は
都

心
に
集
中
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。
け

れ
ど
サ
ー
チ
フ
ァ
ン
ド
に
よ
っ
て
成
長
企
業

を
地
方
か
ら
生
み
出
し
て
い
く
事
例
が
増
え

て
い
け
ば
、
人
材
が
都
心
に
流
出
す
る
こ
と

も
な
く
、
地
元
の
若
者
の
キ
ャ
リ
ア
の
選
択

肢
も
多
様
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
地
方

の
多
様
な
社
会
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地

元
の
大
学
な
ど
と
も
連
携
し
て
、
そ
う
し
た

未
来
の
実
現
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

三都  JOURNAL No.4知るほど、掘るほど、三都は楽しい！ C O L U M N
S A N T O  J O U R N A LYMFGC O L U M N

S A N T O  J O U R N A L

山口キャピタル
シニアマネージャー

高橋明大

NFA株式会社
代表
齋藤明

山口キャピタル
シニアディレクター

藤本孝

Profile

ミルクを飲んで広島の大地の声を聞け！
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日
本
中
を
巡
っ
た
写
真
家
・
仁
科
勝
介
が
見
つ
め
る
、

広
島
の
文
化
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
そ
し
て
、
生
み
出
す
人
。

今
回
は
、
東
広
島
の
志
和
を
拠
点
に
活
躍
す
る
伊
達
文
香
さ
ん
が
登
場
。

そ
こ
で
生
き
る
人
の
思
い
と
、
仁
科
勝
介
が
捉
え
る
街
の
魅
力
。

三
都
に
息
づ
く
、
小
さ
な
人
と
街
の
物
語
が
こ
こ
に
。

　

イ
ン
ド
刺
繍
を
扱
う
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド

「itobanashi

」
の
代
表
・
伊
達
文
香
さ
ん
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
エ
シ
カ
ル
な
経
済
圏

の
確
立
を
目
指
す
、
若
き
起
業
家
兼
デ
ザ
イ
ナ

ー
だ
。
広
島
大
学
で
心
理
学
を
学
ん
で
い
た
彼

女
は
広
い
世
界
を
見
て
み
た
い
と
渡
印
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
背
景
に
触
れ
る
な
か
で
、
社
会

進
出
へ
の
課
題
を
抱
え
る
女
性
た
ち
に
出
会
っ

た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
刺
繡
で
イ
ン
ド
の
女
性
た
ち
を
支
援
し
た

い
と
、
大
学
院
在
学
中
に
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
た
。

　
伊
達
さ
ん
と
志
和
町
と
の
縁
を
繋
い
で
く
れ

た
の
は
、
現
在
は
「itobanashi

」
の
副
代
表

を
務
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
杉
川
さ
ん
と
の
出
会
い

だ
っ
た
。
志
和
で
茅
葺
屋
根
の
保
全
活
動
を
行

っ
て
い
た
杉
川
さ
ん
が
運
営
す
る
図
書
室
「
ほ

た
る
荘
」
を
間
借
り
し
て
、
小
さ
な
ア
ト
リ
エ

兼
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
。
当
初
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
中
だ
っ
た
も
の
の
、
決

し
て
便
の
い
い
場
所
で
は
な
い
店
舗
に
わ
ざ
わ

ざ
足
を
運
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
姿
を
見
て
、

こ
れ
か
ら
は
田
舎
に
こ
そ
可
能
性
が
あ
る
と
確

信
し
た
。

　

2
0
2
1
年
に
は
東
広
島
市
志
和
町
に
あ
る

「
し
し
ゅ
う
と
暮
ら
し
の
お
店
」
と
い
う
、
築

1
0
0
年
超
の
古
民
家
を
改
装
し
た
ブ
ラ
ン
ド

の
直
営
店
を
オ
ー
プ
ン
。
毎
日
お
店
を
開
け
た

と
こ
ろ
で
、
都
心
の
よ
う
な
集
客
は
見
込
め
な

い
。
そ
れ
な
ら
ば
と
、
営
業
日
を
月
に
3
日
間

と
決
め
、
同
時
に
売
り
場
を
毎
月
入
れ
替
え
る

な
ど
、
訪
れ
る
た
び
に
楽
し
み
が
あ
る
お
店
作

り
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
密
度
が
増
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お

客
さ
ん
が
増
え
た
の
だ
と
い
う
。
2
年
間
増
収

増
益
を
重
ね
、
現
在
は
3
日
間
で
5
0
0
人
ほ

ど
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
る
人
気
店
と
な
っ
た
。

地
方
で
月
に
3
日
開
く
こ
と
が
「itobanashi
」 

の
個
性
で
あ
り
、
強
み
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

「
営
業
時
間
は
短
く
、
お
客
さ
ん
の
ご
都
合
に

合
わ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
で
も
便
利
な

世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
不
便
さ
を
楽
し
ん
で
く

れ
る
人
も
い
る
。
そ
ん
な
価
値
観
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
」

　
広
島
に
は
一
度
良
い
と
思
っ
た
も
の
を
長
く

応
援
し
て
く
れ
る
風
土
が
あ
る
。
学
生
時
代
も
、

起
業
し
て
か
ら
も
、
そ
ん
な
広
島
の
街
に
支
え

て
も
ら
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
街
に

関
わ
り
な
が
ら
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
の
だ

と
伊
達
さ
ん
は
言
う
。「
街
も
山
も
、
人
の
手

が
入
ら
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
廃
れ
て
し
ま
う
も
の
。

志
和
町
に
は
美
し
い
里
山
や
田
園
風
景
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
地
元
の
方
が
景
観
保
持

に
尽
力
し
続
け
た
か
ら
こ
そ
守
ら
れ
て
い
る
ん

で
す
。
ど
ん
な
形
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

事
業
を
通
じ
て
東
広
島
の
街
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
で
す
」

写
真
│
仁
科
勝
介

文
│
高
橋
直
貴

こ
の
街
で
生
き
る
理
由
　
伊
達
文
香
／
広
島 

04

伊達 文香さん
1991年奈良県五條市生まれ。
大学院在学中の2016年に、
つくる人とつかう人の暮らし
を豊かにする「itobanashi」
を設立。
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    山口県萩市平安
古町603-3／    08 
38・21・7075／    
11:30～ 16:00、日
曜・祝日休、不定休
有／週替わりランチ950円～／ URL：ht 
tps://www.instagram.com/patra_rie/

    広島県東広島
市西条下見6-11-35
／    082・424・
3456／    11:00～
22:00、不定休／肉
玉そば800円／URL：https://www.insta 
gram.com/okonomiyaki_q_saijyoten/
tagged/

    福岡県北九州
市門司区東本町1-1- 
26／    instagram
を確認／    11:30～ 
17:00、不定休／ラ
ンチプレート2,500円／ URL：https://
www.instagram.com/conze2017/

    福岡県北九州
市小倉北区黄金
2-2-1／    090・
1877・8889／    
11:00～ 20:00、不
定休／牛肉のフォー 850円（揚げ春巻き
セット970円）

はたらく人たちのオアシスこと、平日のランチタイム。
味、価格、立地、お店の雰囲気。どれが欠けてもならな
いランチで、心と身体を満たす「正解」を見つけ出すの
は簡単ではありません。そこでYMFGグループの社員が
リアルに通う、知られざるランチの名店をご紹介。

平日のランチに求めるものといえば、まずは職場から
の近さ。そして1名でも、同僚と数名でも気軽に入れ
ること。野菜もたくさん取れるヘルシーなメニューは
捨てがたく、食後にコーヒーも飲めたらなお嬉しい。
そんな社員2人の希望を満たしてくれるのが萩の田町
商店街にあるyamamichi食堂のランチ。この日は週
替わりの油淋鶏定食と野菜のそぼろプレートを注文。
3種の副菜にも店主の「ひと手間」が感じられ、胃に
も心にも嬉しい美味しさ。スペシャリティコーヒーや
チャイなどドリンクも豊富なうえ、テイクアウトもで
きる。近隣にオープンした店舗とあって初訪問となっ
たが「これは通っちゃいますね」とご満悦の様子。

yamamichi食堂
週替わりメニューが楽しい、
萩の頼れる食堂。

山口

知る人ぞ知る、
おすすめランチ4選

お好み焼きQ 西条店
（広島）p

パ ト ラ

atra c
カ フ ェ

afe
（山口）

2.
1.

ミットちゃん
（北九州）

3.

グリーンが鮮やかなパトラカフェ。グ
リーンカレーも捨てがたいが、この日
は週替わりのハンバーグランチをチョ
イス。手の込んだ副菜3品と雑穀米
が嬉しい。食後には自家製果汁シロ
ップでつくるドリンクでさっぱりと。

ボタニカルカフェで
ヘルシー満腹ランチ。

1.

熱々の鉄板に乗ってやってきたのは、
広島焼き肉玉そば。生地が薄く、そ
のぶん麺や具材がたっぷりと入って
いる。そばかうどんをお好みで選べ
るのも嬉しい。Q特製の甘口ソースを
かけて味変も楽しんで。

広島焼きをたらふく
食べるならここで。

2.

小倉で「知音」を経営する岡さんが
門司に開いた「今是」は、和紅茶とデ
ザートが楽しめる人気店。ランチの熟
成肉ハンバーグは、デミグラスソース
とリコッタチーズが相まって贅沢な味
わい。上品な副菜も主役級の満足感。

お茶にもお酒にも合う
熟成肉のハンバーグ。

4.

「現地の人はこれ」と店主が太鼓判を
押す牛肉のフォーは、唐辛子とにん
にくの酢漬けを加えながら食べるの
が本場流。さっぱりが好みなら鶏肉
のフォーもおすすめ。セットで頼め
る揚げ春巻きはなんともジューシー。

本場のベトナム料理を
ランチで気軽に。

3.

    山口県萩市西田町39
   0838・21・5539

    11:00～ 17:00、月曜日休
URL：https://www.instagram.com/
yamamichi1013/

（写真上）野菜たっぷりエスニックそ
ぼろプレート950円、（写真下）週替
わりの油淋鶏定食950円。

Y M F G社員が選ぶ

vol. 004
写真｜仁科勝介、文｜高橋直貴

どのメニューも、手作りの優し
さがたっぷり。自家製シロップ
のドリンクがおすすめです！

パリッと焼いてくれ、ガーリッ
クパウダーが効いたパンチのあ
るお好み焼きです。

開店したばかりの人気店。小倉
で本格的なフォーを食べるなら
ここで決まり！

テーブルも器もすべて可愛くて
素敵な空間です。デザートも美
味しいのでぜひ食べて欲しい！

週替わりランチはもちろ
ん！　オーナー夫妻の笑
顔もおすすめです。

ボリューム満点、雰囲気
満点の美味しくて居心地
の良いお店です！

山口銀行
西宇部支店
瀧口知美

もみじ銀行
堺町支店
宮本伊都貨

山口FG
IT統括部
横尾光恵

北九州銀行
門司支店
落知明日香

山口銀行
萩支店
原田美穂子

山口銀行
萩支店
永井麻美子

行きつけの安心感もいいけれど、
せっかくなら新しい店舗にも出会いたい。
そんなランチ好きのアンビバレンスな

心を満たす、近年オープン、
リニューアルした4店舗をご紹介。

一度足を運べば、
通ってしまうこと間違いなし。

今
こん  ぜ

是（北九州）
4.
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YMFG Zone Interview│
「
き
お
け
き
も
と
」
と
は
ど
ん
な
お
酒

で
す
か
？

中
村　
今
回
、
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
商
品

と
し
て
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
様
・
三
菱

食
品
様
と
の
商
談
を
通
じ
て
3
社
で
「
き
お

け
き
も
と
」
を
共
同
で
企
画
し
、
酒
造
り
を

酒
井
酒
造
さ
ん
に
ご
相
談
し
ま
し
た
。
き
お

け
き
も
と
は
精
米
歩
合
90 

%
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
「
磨
か
な
い
お
酒
」。
磨
か
ず
に
美
味

し
い
お
酒
を
造
る
と
い
う
の
は
難
し
い
ん
で

す
よ
ね
。

酒
井　
味
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
は
経
験
が

要
り
ま
す
ね
。
昨
今
は
精
米
歩
合
の
低
い
大

吟
醸
の
よ
う
な
お
酒
が
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
お
酒
造
り
の
技
術
が
確
立
さ
れ

た
江
戸
時
代
は
ほ
と
ん
ど
磨
か
ず
に
造
っ
て

い
た
ん
で
す
。
酒
造
り
に
は
「
一
麹
（
い

ち
こ
う
じ
）、
二
酛
（
に
も
と
）、
三
造
り

（
さ
ん
つ
く
り
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
良
い
麹
が
で
き
な

い
と
良
い
酒
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
逆

に
言
う
と
、
良
い
麹
を
造
れ

ば
米
を
磨
か
な
く
て
も
良
い

酒
は
造
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
こ
そ
、
う
ち
で
は

精
米
歩
合
96 

%
の
も
の
も
作

っ
て
ま
す
か
ら
。

中
村　
き
お
け
き
も
と
の
特

徴
は
、
そ
の
名
の
通
り
木
桶

仕
込
み
と
い
う
製
法
で
す
よ

ね
。
木
桶
仕
込
み
で
造
ら
れ

る
お
酒
の
魅
力
と
は
ど
う
い

っ
た
も
の
で
し
ょ
う
？

酒
井　
木
桶
は
一
つ
一
つ
個

体
差
が
あ
り
、
こ
の
木
桶
で

造
る
と
こ
の
味
に
な
る
、
と

い
っ
た
よ
う
に
ク
セ
が
あ
る

ん
で
す
ね
。
ス
テ
ン
レ
ス
の

タ
ン
ク
と
違
っ
て
予
期
せ
ぬ

こ
と
が
起
き
る
の
で
す
が
、 

そ
れ
こ
そ
が
魅
力
。
深
み
も

出
ま
す
し
、
味
わ
い
が
複
雑

に
な
る
ん
で
す
よ
。
木
桶
仕

込
み
は
昔
な
が
ら
の
製
法

で
手
間
が
か
か
る
の
で
す

が
、
そ
う
し
て
造
ら
れ
た
酒

は
、
強
い
。
普
通
の
お
酒
は

温
度
を
管
理
し
て
お
か
な
い

と
す
ぐ
に
品
質
が
落
ち
ま
す

が
、
木
桶
で
造
ら
れ
た
酒
は

む
し
ろ
熟
成
し
て
味
も
乗
っ

て
く
る
。

中
村　
お
酒
造
り
の
技
術
も
凄
い
で
す
が
、

規
格
外
米
も
す
べ
て
買
い
取
る
な
ど
生
産
者

支
援
を
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

蔵
人
の
方
も
田
ん
ぼ
に
行
っ
て
田
植
え
も
さ

れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

酒
井　
う
ち
は
県
内
の
農
家
さ
ん
と
契
約
栽

培
を
行
っ
て
い
て
、
生
産
さ
れ
た
お
米
は
す

べ
て
買
い
取
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
た
め
を

思
え
ば
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
す
よ
。

│
お
二
人
が
考
え
る
山
口
県
の
魅
力
と

は
？

中
村　
食
の
豊
か
さ
で
す
ね
。
三
方
海
に
囲

ま
れ
て
い
る
た
め
、
当
然
海
の
幸
が
豊
富
で

す
。
フ
グ
が
有
名
で
す
が
、
ア
ン
コ
ウ
や
ノ

ド
グ
ロ
と
い
っ
た
魚
の
水
揚
げ
量
も
多
い
ん

で
す
。
ま
た
、
中
国
山
地
に
は
山
菜
な
ど
山

の
幸
が
豊
富
で
す
し
、
和
牛
の
祖
先
と
さ
れ

て
い
る
萩
市
見
島
の
見
島
牛
も
有
名
で
す
。

い
つ
来
て
い
た
だ
い
て
も
、
四
季
折
々
の
旬

の
も
の
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

酒
井　
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
旬
の
も
の
と
、

旬
が
終
わ
り
の
も
の
が
揃
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
そ
の
時
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
秋

の
松
茸
と
夏
の
は
も
。
土
瓶
蒸
し
と
一
緒
に

食
べ
る
と
、
こ
れ
が
う
ま
い
ん
で
す
よ
。
そ

の
土
地
の
食
に
合
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
地
酒

な
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
郷
土
料

理
に
合
わ
な
い
酒
は
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
、
残
っ
て
る
酒
と
い
う
の
は
、
そ
の
土
地

の
食
に
合
う
は
ず
な
ん
で
す
。
う
ち
の
お
酒

も
、
ぜ
ひ
山
口
の
郷
土
料
理
と
一
緒
に
飲
ん

で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

酒井酒造

1871年創業の歴史ある酒蔵。
山口県岩国市で米・水・人に
こだわった酒造りを行う。代
表銘柄である「五橋」は山口
県内はもちろんのこと、全国
的にも高い評価を得ている。 

    山口県岩国市中津町1-1- 
31／    0827・21・2177
／    8:00～ 17:00、土日・
祝日休／ URL：https://ww 
w.gokyo-sake.co.jp/

地域商社やまぐち

2017年10月、YMFGグループと
山口県との共同構想のもと設立さ
れた。魅力ある県産物の普及促進
や、生産者の方々の支援をさまざ
まな形でサポートしている。
URL：https://www.ym-tc.co.jp/

酒井酒造との共同開発で誕生した

サステナブルな新しい日本酒「きおけきもと」。

YMFG傘下の地域商社やまぐちと銘酒「五橋」で知られる酒井酒造のタッグによって生まれた
「きおけきもと」。精米歩合90%という「磨かないお酒」はどのように生まれたのか？

両者の代表がその酒造りについて語ります。

写真｜仁科勝介、文｜高橋直貴

地域商社やまぐちの代表取締役の中村悠太氏（左）と酒井酒造株式会社の代表取締役社
長の酒井秀希氏（右）。両社はこれまで、「純米大吟醸華ほのり」、「純米吟醸G#」という
日本酒の商品開発を行ってきた。そうした実績を踏まえ、地元の酒蔵の魅力と想いの詰
まったオリジナルの地酒造りを目指して、販売はマックスバリュ西日本、流通は三菱食
品、商品開発は地域商社やまぐち、製造は酒井酒造が担当。4社が連携することで、新た
な日本酒「きおけきもと」は生まれた。

きおけきもと／規格外米の山口県産山田錦を使用
し、米の磨きを抑えることで、精米工程のロス低
減等を目指したサステナブルな日本酒。木桶仕込
みの複雑で濃醇な味わいが魅力。数量限定で、マ
ックスバリュ西日本各店にて販売中。
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